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校長 中嶋 建一郎 

                      

Ⅰ 目指す学校 

 教育目標を実現させるために４つの基本方針を定め、成長し続ける学校を目指す。 

【教育目標】 

 ◎正しく判断し、進んで実行できる人間になろう 

 ・思いやりのある心豊かな人間になろう 

 ・心身ともに健康で明朗な人間になろう 

 【基本方針】 

 １ 確かな学力の向上と個性の伸長 

 ２ 人権尊重・心の教育 

 ３ 健全な心身の育成 

 ４ 保護者や地域から信頼される学校づくり 

 

Ⅱ 中期的目標と方策 

１ 学習活動 

・生徒一人一人の学習の基盤となる資質・能力の向上や現代的な諸課題に対応して求められる 

資質・能力の育成のために「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を行う。 

２ 特色ある教育活動 

 ・教科横断的な視点に基づき言語活動を重点とした能力の育成を図る。その際、地域や関係諸 

機関の教育力を活用する。また、市民科としての内容の充実を図る。 

３ 生活指導 

・規範意識を育てる教育を丁寧に行い、社会性を高めるとともに、「いじめ・不登校」の未然防 

止、早期発見・早期対応に取り組むことで、生徒が安心して学校生活を送れる環境を整える。 

４ 進路指導を含めたキャリア教育 

・キャリア教育の視点にたった３年間を見通した進路指導計画に基づき、将来の生活に向けて 

自己実現を図ろうとする態度を育てる。 

５ 特別支援教育 

・難聴学級の生徒の障害について理解することを通して、特別支援教育についての理解を深め 

させる。また、組織的な相談体制を充実させ、特別支援教室や第二相談室の活用を図る。 

 ６ 部活動 

 ・部活動に関する市の方針に則り、生徒のバランスのとれた生活や成長に配慮する。また、外 

部指導員や部活動指導員を活用し、効率的・効果的に実施し、働き方改革を推進する。 

７ 学校運営・組織体制 

 ・機能的で活力のある学校組織を構築し、教職員が創造的な教育活動と学校運営を実現できる 

学校経営を目指す。そのためにも、お互いを尊重し合える人間関係を大切にする。 

 

 



Ⅲ 今年度の重点目標と方策 

１ 学習活動 

 ⑴ 各教科 

  ① 学習指導要領が目指す指導と評価を実現できるようにする。 

  ② ＩＣＴ機器等を活用し、わかりやすい授業づくりを行う。 

  ③ 「授業理解度調査」を分析し、授業改善に生かす。 

 ⑵ 特別の教科 道徳 

  ① 授業時数を確実に確保する。 

  ② 授業改善を通して、指導方法、評価方法を確立する。 

  ③ 指導内容の一部は人権尊重教育の研究成果を生かす。 

 ⑶ 総合的な学習の時間 

  ① 内容を精選し、指導計画の見直しを行う。 

  ② 自分で課題を見つけ、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現する活動を行う。 

 ⑷ 特別活動 

  ① 学校行事や生徒会活動を通して、生徒の自主性や自治能力を育成する。 

   ② 集団活動を通して、協力や助け合いなど人間関係を形成する力を養う。 

２ 特色ある教育活動 

  ⑴ 一中フェスタや防災訓練、職場体験を継続し、地域との連携を強くする。 

  ⑵ 総合的な学習の時間と市民科との関連を明確にする。 

  ⑶ 失敗を恐れない気持ちをもたせ、何事にもチャレンジする力を養う。 

３ 生活指導 

 ⑴ 不登校生徒および特別な支援を必要とする生徒への支援を強化する。 

 ⑵ いじめ問題への対応は迅速に行う。 

 ⑶ 生徒が相談しやすいと感じられる関係づくりを構築する。 

４ 進路指導を含めたキャリア教育 

 ⑴ 卒業生や高校の先生の話、社会人講話、職業調べ、職場体験等を計画的に実施する。 

 ⑵ キャリアパスポートを活用し、進路指導計画の見直しを行う。 

５ 特別支援教育 

   ⑴ 校内委員会を定期開催することで生徒理解を深め、個に応じた支援を充実させる。 

  ⑵ 生徒・保護者・教員への特別支援教育の理解を促進する。 

 ６ 部活動 

  ⑴ 年間活動計画を公表し、休養日や活動時間を適切に設定することで、生徒が運動（活動）、 

食事、休養、睡眠のバランスのとれた生活ができるようにする。 

７ 学校運営・組織体制 

⑴ 働き方改革の推進のために、諸活動の教育効果を吟味し、精選する。 

  ⑵ 校内研修や武教研、その他各種研究団体等を活用し、職員自ら資質・能力の向上を図る 

とともに、お互いを高め合える協力体制を強める。 

  ⑶ 経営支援部が学校全体の潤滑油の役割となるようにする。 

⑷ ２年間のモデル校指定の実績を生かして、開かれた学校づくり協議会と学校の関わりを深 

め、学校・家庭・地域の共同体制を強化する。 


